
平成18年9月15日、長島秀さん100歳（富山地区）の長寿のお祝い

及び肖像画の贈呈に石井裕市長と飯田良吉会長が訪問しました。
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南
房
総
市
は
、
県
内
で
も
最
も
高
齢
化
率
が
高
く
、
３
人
に
１
人
は
65
歳
以
上
と
、

少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
地
域
と
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
、
多
く
の
高
齢
者
の

方
々
が
毎
日
元
気
で
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
市
の
協
力
を
受
け
９
月
18
日
の
敬
老
の
日
を
前

後
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
敬
老
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
結
婚
50
周
年
を
お
迎
え
に
な

ら
れ
た
80
組
（
昭
和
31
年
９
月
１
日

〜
32
年
８
月
31
日
の
間
に
結
婚
さ
れ

ご
夫
婦
と
も
に
健
在
で
ま
た
、
南
房

総
市
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方
）
の
皆

様
に
敬
老
会
の
席
上
で
お
祝
い
の
品

（「
ご
夫
婦
の
額
入
り
記
念
写
真
」
ま

た
は
「
記
念
品
」）
を
お
祝
い
の
言

葉
と
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
夫
婦
に

お
贈
り
い
た
し
ま
し
た
。

50
年
の
永
き
に
わ
た
り
苦
楽
を
共

に
さ
れ
た
ご
夫
婦
に
敬
意
を
表
し
ま

す
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
仲
む
つ

ま
じ
く
ご
健
康
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

地区 氏　　名 地区 氏　　名 地区 氏　　名 

富
　
　
浦
　
　
地
　
　
区 

白
　
　
浜
　
　
地
　
　
区 

千
　
　
　
倉
　
　
　
地
　
　
　
区 

富
　
山
　
地
　
区 

三
　
芳
　
地
　
区
　 

石井　貞夫 様
サダ 様 

千
倉
地
区 

荒井　才治 様 
紀子 様 

青木　通夫 様 
てい 様 

伊藤　昭三 様 
春子 様 

菰岡　忠男 様 
美佐子 様 

藍場　正弘 様 
志ま子 様 

和田　　健 様 
とみ 様 

春原　　豊 様 
澄子 様 

渡辺　誠二 様 
松枝 様 

鈴木　卓夫 様 
啓子 様 

笹子　　茂 様 
芳枝 様 

大久保　宥 様 
千恵子 様 

石堂　謹司 様 
幸 様 

山田　　守 様 
みつ江 様 

栗原　和夫 様 
信子 様 

北見　敏雄 様 
幸子 様 

黒川　敏一 様
元子 様 

正木　茂雄 様 
照代 様 

新藤　良雄 様 
英子 様 

飯田　矗昶 様 
和子 様 

宇治原　勇 様 
政江 様 

森　　和彦 様 
朝恵 様 

渕辺　　勇 様 
とし 様 

竜崎久太郎 様 
千鶴子 様 

平野　好生 様 
ひさ子 様 

林　　利博 様 
ま也 様 

鈴木　正夫 様 
サダ 様 

鳥海市五郎 様 
正子 様 

安東　　治 様 
寛子 様 

山口　栄治 様 
和枝 様 

闍木　宏次 様 
つぎ 様 

岩井　由夫 様 
ふじ子 様 

闍木　松男 様 
敏子 様 

原瀬　隆司 様 
当枝 様 

安田　千秋 様 
悦子 様 

鈴木謙太郎 様 
文江 様 

闍木　幸直 様 
和子 様 

石井　芳明 様 
節子 様 

石井　元治 様 
弘子 様  

鈴木　　勲 様 
敏子 様 

石井　　登 様 
初枝 様 

岩浪　　登 様 
ウメ 様 

鈴木　　実 様 
孝子 様 

鎌田　昌一 様 
せつ子 様 

和泉　正夫 様 
米子 様 

鈴木　貞雄 様 
初江 様 

戸倉　　薦 様 
きち 様 

明石　　和 様
龍子 様 

早川　　清 様 
春子 様 

浅野　久雄 様 
とよ 様 

中村　政治 様 
勝子 様 

近藤　一男 様 
きみ 様 

渡辺　孝蔵 様 
きよ子 様 

粕谷　　勤 様 
紀美代 様 

神作幸太郎 様 
末子 様 

他三御夫婦様 他二御夫婦様 

他一御夫婦様 

他二御夫婦様 

金木　　盛 様 
美代子 様 

田村　　浩 様 
澪子 様 

礒辺　春男 様 
千恵 様 

秋山　　忠 様 
末子 様 

鈴木　　弘 様 
光子 様 

石井　數一 様 
　久江 様 

他三御夫婦様 

他五夫婦様 

他三御夫婦様 

結婚50周年ご夫婦 

和 

田 

地 

区 

丸
　
　
　
山
　
　
　
地
　
　
　
区 

結婚50周年

金婚のご夫婦に 記念品を
贈呈

千
倉
地
区
の
鈴
木
き
よ
さ
ん

白
浜
地
区
の
干
場
た
よ
さ
ん

長
寿
の
お
祝
い
と
し
て
肖
像
画

（
馬
堀
輝
孝
画
伯
作
）
を
鈴
木
き
よ
様

（
富
浦
地
区
）、
小
栗
う
め
様
（
同
）、

長
島
秀
様
（
富
山
地
区
）、
干
場
た
よ

様
（
白
浜
地
区
）、
佐
野
あ
き
様
（
同
）、

毛
利
志
げ
様
（
同
）、
平
野
は
る
様

（
千
倉
地
区
）、
鈴
木
き
よ
様
（
同
）、

鈴
木
く
に
様
（
同
）、
山
口
い
ち
様

（
同
）、
鈴
木
あ
さ
様
（
同
）、
高
橋
愛

子
様
（
同
）、
杉
山
ま
つ
様
（
同
）、

的
場
み
き
様
（
同
）、
加
藤
せ
つ
様

（
同
）
以
上
15
名
の
方
（
市
内
で
ご
高

齢
順
）
に
飯
田
会
長
よ
り
贈
呈
い
た

し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
さ
れ
益
々

の
御
長
寿
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

長長
寿寿
をを
祝祝
しし
敬
老
事
業
と
し
て

多
彩
な
催
し
を

市
内
最
高
齢
者
に
肖
像
画
を
贈
呈



市内の老人ク 市内の老人ク 
一同に会し 一同に会し 

南房総市 
老人クラブ連合会 
親善スポーツ大会 

初めてのスポーツ大会 
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秋
空
の
も
と
南
房
総
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
は
、
会
員
の
親
睦
を

図
る
た
め
第
１
回
南
房
総
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
親
善
ス
ポ
ー
ツ
大

会
が
９
月
22
日
千
倉
総
合
運
動
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
石
井
市
長
、
渡
邊
市

議
会
議
長
、
社
会
福
祉
協
議
会
長

が
来
賓
と
し
て
招
か
れ
、
各
地
区

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
総
勢
３
５
０
名

の
会
員
が
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・

ペ
タ
ン
ク
競
技
を
通
し
て
親
睦
を

図
り
ま
し
た
。
各
競
技
と
も
白
熱

し
た
プ
レ
ー
が
随
所
に
見
ら
れ
、

と
て
も
高
齢
者
と
は
思
え
な
い
技

術
、
体
力
を
持
ち
合
わ
せ
た
方
々

の
活
躍
が
め
だ
ち
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
優
勝
チ
ー
ム
に
は
市
長
杯
の
ト

ロ
フ
ィ
ー
が
、
ペ
タ
ン
ク
優
勝
チ

ー
ム
に
は
議
長
杯
の
ト
ロ
フ
ィ
ー

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

親
善
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
部

優
勝
加
茂
Ａ
（
丸
山
）

２
位
加
茂
Ｃ
（
丸
山
）

３
位
富
浦

４
位
加
茂
Ｂ
（
丸
山
）

５
位
千
歳
久
保
老
壮
ク
ラ
ブ
Ａ
（
千
倉
）

ペ
タ
ン
ク
の
部

優
勝
山
田
長
寿
会
（
富
山
）

２
位
高
崎
延
寿
会
（
富
山
）

３
位
三
芳

笑
い
に
つ
つ
ま
れ
た
ひ
と
と
き
を

南
房
総
市
敬
老
会

南
房
総
市
社
会
福
祉
協
議

会
主
催
、
南
房
総
市
共
催
で

長
寿
を
お
祝
い
す
る
南
房
総

市
敬
老
会
を
去
る
９
月
29
日

白
浜
フ
ロ
ー
ラ
ル
ホ
ー
ル

（
朝
夷
地
区
）
・
10
月
17
日
富

浦
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
（
内
房

地
区
）
の
２
会
場
に
お
い
て

開
催
し
ま
し
た
。

市
内
に
お
住
ま
い
の
65
歳

以
上
の
方
を
対
象
と
し
、
両

会
場
あ
わ
せ
１
３
０
０
名
の

ご
来
場
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
１
部
で
は
主
催
者
で
あ

る
飯
田
良
吉
会
長
の
あ
い
さ

つ
の
あ
と
、
結
婚
50
周
年
を

迎
え
た
各
地
区
代
表
の
ご
夫

婦
に
そ
れ
ぞ
れ
記
念
品
を
お

贈
り
し
ま
し
た
。

ま
た
来
賓
と
し
て
石
井
裕

市
長
と
渡
邉
政
久
市
議
会
議

長
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
、

和
や
か
な
な
か
に
第
１
部
を

閉
会
し
ま
し
た
。

第
２
部
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

芸
能
シ
ョ
ー
で
は
漫
談
（
ふ

じ
健
介
）、
マ
ジ
ッ
ク
＆
も
の

ま
ね
（
亀
仙
人
）
と
続
き
、

最
後
に
歌
謡
シ
ョ
ー
（
裕
子

と
弥
生
歌
謡
ス
テ
ー
ジ
）
で

し
め
く
く
り
、
プ
ロ
の
ス
テ

ー
ジ
に
会
場
は
笑
い
の
渦
に

包
ま
れ
て
楽
し
い
ひ
と
時
が

過
ぎ
ま
し
た
。

こ
の
敬
老
会
開
催
に
あ
た

り
多
く
の
関
係
者
の
方
々
の

ご
協
力
得
て
、
無
事
に
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「きみまろ」に扮した亀仙人に会場大爆笑

飯田良吉会長のあいさつで幕あけです

ほら、ちゃんと入れやっしぇーよ!! 歓声と笑いがグランドいっぱいに響きます



８
月
２
日
〜
８
月
11
日
ま
で
市
内
各
所
で
実
施
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FFUUKKUUSSII  NNEEWWSS

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
各
地

区
に
お
い
て
独
居
高
齢
者
の
方
々

へ
の
無
料
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
本
会
で
は
、
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
と
市
内
全
域
へ
の
拡
充
を

図
る
た
め
、
千
倉
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
養
成
講
座
は
、
給
食
を

よ
り
安
全
に
行
う
方
法
、
ま
た
食

事
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
レ
シ
ピ

の
作
り
方
に
つ
い
て
の
知
識
及
び

技
術
を
取
得
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
安
房
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
健

康
生
活
支
援
課
上
席
専
門
員
村
杉

聡
氏
に
「
食
品
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
」
の
講
義
を
受
け
、「
献
立

の
立
て
方
及
び
注
意
点
に
つ
い

て
」
栄
養
士
石
井
静
香
さ
ん
、
岡

野
美
弓
さ
ん
に
よ
る
、
講
話

及
び
調
理
実
習
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

当
日
は
45
名
の
参
加
を
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
参
加
者

の
中
に
は
家
庭
の
主
婦
も
多

く
、
皆
さ
ん
慣
れ
た
手
つ
き

で
「
や
さ
し
さ
」
た
っ
ぷ
り

の
お
弁
当
が
で
き
あ
が
り
ま

し
た
。
特
に
千
倉
地
区
で
は

配
食
サ
ー
ビ
ス
が
中
断
し
て

お
り
、
復
活
に
向
け
皆
さ
ん

は
り
き
っ
て
い
ま
し
た
。
お

た
の
し
み
に
！

お
い
し
さ
の
調
味
料
は
、ふ
れ「
愛
」！

給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
開
催

6月27日

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
私
た
ち

の
暮
ら
す
南
房
総
市
も
３
人
に
１

人
が
65
歳
を
超
え
、
今
後
ま
す
ま

す
高
齢
者
福
祉
へ
の
関
心
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
将
来
こ
の
地
域
を
担
う

中
学
生
の
皆
さ
ん
に
、
市
内
６
施

設
に
お
い
て
介
護
体
験
と
利
用
者

の
方
々
と
の
交
流
を
と
お
し
、
少

し
で
も
福
祉
に
関
す
る
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
「
福
祉
施
設

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
」
を
実
施
し

ま
し
た
。

市
内
各
中
学
校
よ
り
、
福
祉
活

動
に
興
味
を
持
っ
た
27
名
の
生
徒

さ
ん
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

多
く
の
体
験
を
す
る
こ
と
に
よ

り
知
識
が
深
ま
り
知
恵
と
な
り
自

ら
の
行
動
の
範
囲
が
広
が
り
、
ま

た
自
信
と
な
り
ま
す
。
高
齢
者
や

障
害
の
あ
る
方
々
と
の
ふ
れ
あ
い

の
中
で
、
１
人
ひ
と
り
が
様
々
な

想
い
を
感
じ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
社
会

は
高
齢
者
や
障
害
を
も
っ
て

い
る
方
々
と
の
壁
を
取
り
除

く
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
よ

り
求
め
ら
れ
て
き
ま
す
。
生

徒
１
人
ひ
と
り
が
視
野
を
広

げ
体
験
の
中
か
ら
福
祉
の
現

状
を
自
分
の
眼
で
確
か
め
住

み
よ
い
町
づ
く
り
が
で
き
る

よ
う
、
今
後
も
様
々
な
体
験

事
業
を
実
施
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

関
係
者
の
皆
様
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
施
設
体
験

中
学
生
が
福
祉
施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

8月2日～

福福
祉祉
ニニ
ュュ
ーー
スス

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
地
域

福
祉
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス

や
お
知
ら
せ
を
紹
介
し
ま

す
。

設
立
し
ま
し
た

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
市
内
に

あ
る
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
更
な

る
充
実
強
化
と
、
相
互
の
連
絡
を
図

る
た
め
、
南
房
総
市
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
連
絡
会
を
設
立
し
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
各
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
長
が
委
員
と
な
り
相
互
協
力
し
て

地
域
の
社
会
福
祉
増
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
活
動
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
及
び
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
相
互
交
流
、

親
睦
並
び
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

通
じ
て
社
会
福
祉
の
向
上
充
実
を
図

る
た
め
、
南
房
総
市
社
会
福
祉
協
議

会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
を
設

立
し
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
に
登
録
さ
れ
た
登
録
団
体
の
代
表

者
並
び
に
個
人
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
代
表
者
に
よ
り
組
織
さ
れ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
普
及
、
会
員
相
互

の
親
睦
及
び
連
絡
調
整
、
社
会
福
祉

協
議
会
及
び
各
福
祉
団
体
が
行
う
事

業
へ
の
協
力
等
を
目
的
と
し
、
活
動

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

7月14日

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
　

連
絡
会

6月15日

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
協
議
会

盛り付けは、これでいいかしら？

孫のような中学生と楽しいひとときを
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FFUUKKUUSSII  NNEEWWSS

７
月
17
日
〜
９
月
３
日
ま
で
の
４
日
間

本
会
で
は
４
月
よ
り
高
齢
者
や

身
体
に
障
害
を
持
つ
方
な
ど
、
公

共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
の
移
動

が
困
難
な
方
へ
外
出
支
援
を
行
う

こ
と
を
目
的
に
、
有
料
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
及
び
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
に

よ
る
移
送
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
本
年
３
月
27
日
に

過
疎
地
有
償
運
送
許
可
を
関
東
運

輸
局
千
葉
運
輸
支
局
か
ら
得
て
、

実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
有
料
で
実
施
し
て

い
る
移
送
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
保

険
・
支
援
費
制
度
に
よ
る
移
送
車

輌
へ
の
乗
降
介
助
、
病
院
へ
の
送

迎
の
法
的
位
置
づ
け
と
し
て
は
、

道
路
運
送
法
第
80
条
に
基
づ
く
許

可
基
準
（
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
）
が
策
定
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
は
運
転
協
力
者
に

十
分
な
移
動
介
助
の
経

験
能
力
を
求
め
て
い
ま
す
。

本
会
で
は
そ
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
従
い
移
送

サ
ー
ビ
ス
に
携
わ
る
方

の
資
質
や
運
転
技
術
の

向
上
を
め
ざ
す
と
と
も

に
、
安
全
か
つ
安
心
な

移
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
体
制
の
整
備
を
図

る
た
め
、
運
転
協
力
者

講
習
会
を
千
倉
自
動
車

教
習
所
に
協
力
を
い
た

だ
き
開
催
し
ま
し
た
。

安
全
運
転
を
心
が
け
ま
す

移
送
サ
ー
ビ
ス
運
転
協
力
者
講
習
会

7月17日～

9月30日開講

介
護
の
プ
ロ
を
目
指
し

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
養
成

研
修
を
開
講

本
会
で
は
、
高
齢
者
、
障
害
者

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
地
域
に
生
か
せ

る
介
護
技
術
と
知
識
の
習
得
を
目

的
と
し
た
、
千
葉
県
指
定
に
よ
る

訪
問
介
護
員
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）

２
級
養
成
研
修
を
９
月
30
日
か
ら

開
講
し
ま
し
た
。
受
講
生
は
こ
れ

か
ら
約
３
か
月
間
で
講
義
、
演
習
、

実
習
を
行
い
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

や
介
護
職
の
技
能
・
知
識
を
身
に

つ
け
て
い
き
ま
す
。

初
日
の
講
義
で
は
、
講
師
の
方

の
体
験
談
を
交
え
講
義
し
て
い
た

だ
き
、
受
講
生
の
方
か
ら
「
実
際

に
体
験
し
た
こ
と
を
話
し
て
い
た

だ
い
た
の
で
、わ
か
り
や
す
か
っ
た
」

と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
研
修
で
多
く
の
こ
と
を
学
ん

で
、
受
講
生
一
人
ひ
と
り
に
と
っ

て
こ
の
研
修

で
習
得
し
た

こ
と
を
有
意

義
に
活
用
で

き
る
よ
う
、

頑
張
っ
て
い

た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

安
房
郡
市
結
婚
相
談
員
連
絡
協
議

会
主
催
に
よ
る
、
年
に
一
度
の
ふ

れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー
が
館
山
の
レ

ス
ト
ラ
ン
一
粒
の
麦
を
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

相
川
喜
一
会
長
の
挨
拶
の

後
、
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム
と
食
事

を
と
り
な
が
ら
の
フ
リ
ー
タ
イ

ム
で
参
加
者
同
士
が
打
ち
と

け
、
最
後
に
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で

盛
り
上
が
り
、
和
や
か
な
う
ち

に
閉
会
し
ま
し
た
。

こ
の『
ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー
』

と
い
う
出
会
い
の
場
を
き
っ
か
け

に
し
て
、
多
く
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕

生
す
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

10月1日

お
似
合
い
カ
ッ
プ
ル
誕
生
!?

ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催

10月3日

南
房
総
市
民
生
委
員

児
童
委
員
研
修
会

南
房
総
市
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
は
、
安
房
７
町
村
の
合
併

に
よ
る
南
房
総
市
誕
生
と
と
も
に

発
足
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
市
民

生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
で
は
、

組
織
を
整
備
し
、
活
動
計
画
等
に

つ
い
て
研
修
を
重
ね
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
今
後
一
層
の
推
進
を
図

る
た
め
市
内
に
在
籍
す
る
全
民
生

委
員
児
童
委
員
の
参
加
に
よ
る
研

修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
１
３
０
名
の
参
加
の

も
と
、
県
民
児
協
の
河
原
会
長
を

講
師
に
招
き
、「
こ
れ
か
ら
の
民

生
児
童
委
員
活
動
に
つ
い
て
」
講

演
を
い
た
だ
き
、
次
に
県
健
康
福

祉
部
福
祉
政
策
課
か
ら
「
千
葉
県

地
域
福
祉
支
援
計
画
」「
健
康
ち

ば
21
（
健
康
推
進
計
画
）」
等
の

見
直
し
に

つ
い
て
説

明
を
い
た

だ
き
、
ミ

ニ
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
（
意

見
交
換
）

が
行
わ
れ

ま
し
た
。

白浜フローラルホールを会場として

千倉自動車教習所での開講式

3か月後は立派なヘルパーが誕生

すてきなお相手がみつかりますように螢螢
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富 山 地 区

平群地区社協では、地区内の独り暮らしのお年寄り
を招き、市内の日帰り旅行に行きました。
和田の食事

処では近頃め
ったに口にし
ない鯨料理を
食べて楽しい
日帰り旅行と
なりました。

富 浦 地 区

富浦地区では、毎月1回主任児童委員さんを中心とし、
女性民生委員児童委員さ
んとともに、子育てサロ
ンを開いています。毎月
いろいろな催し物を行
い、子どもやお母さん達
の交流の場として親しま
れています。9月には運
動会が行われ、親子で楽
しく過ごしました。 どれにしようかな～

白 浜 地 区

白浜地区社協では、平成18年10
月より介護保険制度は「介護予防」
を目標とするため、｢新しい介護保
険と介護予防｣をテーマに家庭介護
予防教室を開催しました。おもい
やりの郷在宅介護支援センター職
員を講師に介護保険のしくみや利
用手順をお話いただきました。

皆、熱心に講義に耳を傾けます

千 倉 地 区
千倉地区では無料配食サービス

のお弁当をボランティアさんの手
で作っていきたいと、ボランティ
ア連絡協議会千倉支部主催で給食
ボランティア養成講座を行いまし
た。皆さんのお手元に温かいお弁
当が届くのももうすぐです。

慣れた手つきで、美味しく出来ました

三 芳 地 区

滝田・国府・稲都地区社協では、
９月26日に３地区合同いきいきサ
ロンを行いました。今回は、秋の
遠足として袖ヶ浦方面へぶどう狩
りに行きました。当日は23名の参
加者があり美味しいぶどうを食べ
ながら、お友達と楽しい時間を過
ごしました。

今年のぶどうはあまいかな？

丸 山 地 区
75歳以上の一人暮しの方を対象に

した、南地区社協の新事業「小規模
ふれあいサロン」が始まりました。
加茂、沓見地区は、沓見青年館で脳

を活性化するゲームやおしゃべりで、
千歳地区は、ローズマリー公園の見学
で楽しいひとときを過ごしました。

脳を活性化するゲームに夢中

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
地
域
の 

人
々
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の 

協
力
に
よ
る
、
各
地
区
の
イ 

ベ
ン
ト
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。 

ふ 
く 
し 
の 

和 田 地 区

柏市の富勢地区社協32名が９月20
日、和田地域福祉センターに視察研
修で来訪しました。ふれあい喫茶の
運営の情報交換の後、和田小へ移動
し６年生と地元ボランティアによる
「ふれあい交流会」に参加されまし
た。都会とは少し違う交流会に暑さ
を忘れて一緒に楽しまれていました。

懐かしい時代の「めんこ」で遊ぶ

鯨なんて昔は良く食べたのにねー



南房総市社会福祉協議会では、月に1度、

地域ごとに高齢者への配食サービスを実施し

ています。千倉地区ボランティア連絡協議会

では、12月から手作り弁当を配食しようと計

画しており、弁当作りのお手伝いをしてくだ

さるボランティアさんを募集しています。

千倉地区給食ボランティア
ボランティアグループつくし会（千倉地区）では、視覚障害
者や文字を読む事に不自由をしている方に対して、「声の広報」
を貸し出しています。「声の広報」は南房総市の広報紙の内容
が吹き込まれています。なおご近所、お知り合いに視覚障害者
や文字を読む事に不自由をしている方がいらっしゃいました
ら、「声の広報」の事を教えて上げてください。

「声の広報」の利用者
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デイサービス

南房総市社会福祉協議会では、南房総市の委託を受け、富山地区と白浜地区
で生きがいづくりと介護予防を目的としたお年寄り（介護保険の認定を受けて
いない方）の方々を対象にデイサービス（生きがい活動支援通所事業）を実施
しています。
現在サービスを利用されている方は、60歳から100歳までと幅広く、皆さん
毎日元気に通ってこられます。またご家族と同居の方、日中独居の方、もちろ
んひとり暮らしの方でも、南房総市の利用許可を受ければご利用いただけます。
とみやまデイサービスセンターでは、先日地
元の保育園の子供たちが遊びに来ました。ゲー

ムをしたり、子供たちのにぎやかな歌や踊りの披露に、皆さん「カワイ～」の連発。
子供たちから元気をいっぱいもらいました。
しらはまデイサービスセンターでは、今カレンダーづくりを頑張っています。かわ
いいのができたでしょ。（写真右）
お茶飲み友達を作りたい。お仲間とのおしゃべりを楽しみたい。一人だとこれから先
が不安…。お風呂に入りたいけど足元がふらついてすべったらどうしよう…。たまには、
外出もしたいし…。そんな不安も、悩みも専任のスタッフ（職員）がいれば安心です。
季節を感じてドライブに、そしてお茶を飲みながらほっと一息のんびりと過
ごしたり、たまにはゲームでハッスルしたり。そんなデイサービスです。
ぜひ、皆さんも遊びに来てみてください。体験利用も受け付けています。

デイサービスセンターとみやま
南房総市久枝327（富山老人いこいの家内）TEL 57－3639
デイサービスセンターしらはま
南房総市白浜町白浜6755-3（白浜　はまゆう内）TEL 30－5125

皆皆ささんんここんんににちちはは！！ いいききががいい支支援援　　デデイイササーービビススでですす

第１回和田福祉まつり
（ボランティアフェスティバル）の開催について
第1回和田福祉まつり（ボランティアフェスティバ

ル）を、11月23日（勤労感謝の日）に、和田地域福
祉センター「やすらぎ」を会場として開催をします。
福祉バザーをはじめ、ボランティアの皆さんが参加

して様々な楽しいコーナーも設けられますので、皆様
お誘いあわせのうえ、お立ち寄り下さい。

第１回社会福祉大会開催
来る11月16日（木）千倉保健センターで第１回社
会福祉大会を開催します。社会福祉大会は高齢者や子
供をはじめ障害のある方もない方も、誰でもが安心し
て暮らせる町づくりをめざし、地域の方々と共に歩む
福祉活動をより強力に推進していくことを目的として
開催します。
皆様おそろいでお出かけ下さい。

問い合わせ・連絡先は、南房総市社会福祉協議会までお願いいたします。
TEL  44－3541 担当　河野まで

募募募募集集集集ししししててててままままーーーーすすすす！！！！

お知お知らせ お知らせ 

デイサービスしらはま利用者
さんの力作

手先を使うのもいいことですね
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我夢歌謡教室（千倉町） １８４，２７７円
池田　　澄（吉沢） ３０，０００円
和田中学校（和田町） １，１６０円
安房郡社会福祉協議会　　　　　　４，９７６円
山木　和夫（富浦町） ３００，０００円　
ラリーチーム　ホットスタッフ（船橋市） ５０，０００円
遠藤　淳一（和田町） ５０，０００円
和頴医院（白浜町） ２，４１８円
高樹きみ江教室（千倉町） １４４，９５８円
大貫青年会（千倉町） １０，２９６円

青山学院大学学生キャンプストア（富浦町）
１０，０００円

安房の国（富浦町） １１８，００５円
匿名５名より　　　　　　　　　８４，２８３円
匿　　名　　　　　　　　　　 紙おむつ　1箱
匿名２名より　　　　　　 車椅子　2台

この寄付金は、本会福祉振興基金に積み立て、
以後地域福祉向上のため有効に役立たせていただ
きます。ありがとうございました。

善 意 の 寄 付 （敬称略／平成18年6月5日～9月30日）

赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、
地
域
の
さ
ま

ざ
ま
な
社
会
福
祉
活
動
の
支
え
と
な
っ
て
、

住
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

皆
様
の
温
か
い
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

創
刊
号
に
て
社
協
だ
よ
り
の
愛
称
を
募
集
し
ま
し
た
と
こ
ろ
31
点
の

応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

選
考
を
行
っ
た
結
果
、
里
見
裕
子
様
（
白
浜
町
）
の
『
て
ん
だ
ぁ
』

に
決
定
し
ま
し
た
。

『
て
ん
だ
ぁ
』
と
は
英
語
で
（tender

）「
優
し
さ
」
と
い
う
意
味
を

持
つ
と
ご
本
人
か
ら
コ
メ
ン
ト
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
福
祉
の
原
点
と

も
言
え
る
言
葉
に
、
こ
れ
か
ら
本
誌
の
願
い
を
託
す
べ
く
決
定
と
な
り

ま
し
た
。

な
お
、
最
優
秀
作
品
並
び
に
優
秀
作
品
に
は
、
次
の
方
々
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

最
優
秀
作
品
　
て
ん
だ
ぁ
　
　
里
見
裕
子
　
様
（
白
浜
町
）

優
秀
作
品
　
　
憩
（
い
こ
い
）
渡
辺
欣
巳
　
様
（
千
倉
町
）

〃
　
　
　
　
か
が
や
き
　
　
渋
川
敏
夫
　
様
（
千
倉
町
）

〃
　
　
　
　
ぬ
く
も
り
　
　
佐
生
　
勝
　
様
（
小
　
戸
）

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
並
び
に
社
協
に
対
す
る
期
待
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
社
協
広
報
紙
『
て
ん
だ
ぁ
』
を
ご
愛
読
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

飯田会長から里見さんに記念品の贈呈

赤赤
いい
羽羽
根根
共共
同同
募募
金金
にに

皆皆
ささ
んん
のの
善善
意意
をを
！！

歳
末
た
す
け
あ
い
共
同
募
金
運
動
は

「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
」
と
と
も
に
、

共
同
募
金
運
動
の
一
環
と
し
て
地
域
住
民

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
、
社
会
福
祉
施
設
、
社
会
福
祉
協
議
会

等
の
関
係
機
関
・
団
体
の
協
力
の
も
と
、

新
た
な
年
を
迎
え
る
時
期
に
、
支
援
を
必

要
と
す
る
人
た
ち
が
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
住
民
の
参
加

や
理
解
を
得
て
様
々
な
福
祉
活
動
を
重
点

的
に
展
開
す
る
も
の
で
す
。

趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

歳歳
末末
たた
すす
けけ
ああ
いい
募募
金金

〜
み
ん
な
で
さ
さ
え
あ
う

あ
っ
た
か
い
地
域
づ
く
り
〜

に
決
定 

南
房
総
市
社
会
福
祉 

協
議
会
広
報
紙 

10
月
１
日
〜
12
月
31
日

12
月
１
日
〜
12
月
31
日


